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1950 '60 '65 '70 '75 '80 '85 '90:{手
第 3密 協キIlIUTにおける経営耕地面積の推移
農業センサスにより作成







し， ~fHと林地が45ha と 38ha 減少した. しかし，現実の変動はさらに大きかったようで，たとえば農














































































































































































































































よると，なんらかのJI~で自家農業に従事した人は3 ， 794人であったが，年間 150 日以上自家農業に従事
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また， 1. 5ha未満の農家は1960年以鋒一貫して減少している. しかし， 1.5-2 haの農家になると














種，落花生が栽培されていた. 1955年頃から大玉すいかが導入され， 2 -3年後には集落で出荷組合
をつくり協同で出荷したり 資材の鱗入を共同で行うようになった.当Il寺の農家の平均経営規模は，
1.5 -1. 8ha 前後とかなり大きく，水田が0.7-0.8ha，11Hが 1ha M後であった. 1958年頃から保i1'i¥.1)1-
衷苗代が普及してきたため， しだいに田植時期が早まっていったが， 1955年頃は早い農家で 6月1013
頃，遅い場合は 7月初旬に田植を行った.これは，一つは水苗代を用いていたため，矯種が5月上旬
であったことと，桑ILJが井出蛇沢JI雇用水の下流に位置していたため， m水が遅く供給されたことによ
る.当時の桑L!の総民家47戸のうち 8戸ほどは， 2 -3 haのUJ林を所有しており，そこから新や堆
肥材料の落葉を冬季のi切に採取していたが，残りの農家は0.2-0.3haのUJ林を{昔り，それを管理す
るかわりに薪や落葉を利用していた J.支:~JI:)干iに.!_J二を飼っているj民家が多く， ，1誌は少なかった. ~JHit撲















タバコは 2月下旬に落葉を踏み込んだ苗床に播種され， 3月中・下旬に仮植され，さらに 3月下旬か
ら4月上旬にかけて本題iに定植された.麦刈の後 5月中旬から収穫まで横芽かきが続けられ， 7月上




















































田植機 コンパイン 防除機 乾燥機 -5 5 -10 10-15 
196 0 63 130 つ つ つ
196 5 179 1.020 441 533 45 
197 0 60 41 41 961 691 1.892 649 845 391 
1 975 655 698 225 869 1.052 2，145 534 1.045 472 
1 980 1.073 618 734 604 1.058 1.691 1.156 
198 5 1.133 317 876 676 1.032 1.732 1，019 














食味のよいすいかであるが，栽培がむずかしく， 1974年に最初に十里に導入されたが， 2 -3年は不
作が続き，ょうやく栽培が安定してきたのは1978年頃である.すでに述べたように， 1970年代初めに
は小玉すいかの経営規模も拡大したが それにともない 4月から 5月にかけての労働力の競合が大き






協和u汀の小玉すいかは， 1982年に県の銘柄育成産地に指定され，翌年には銘柄推進産地となり， 1988 
19 
の機械化と施設儲芸の発達
農用トラクター 施設園芸 ビニールハウス ガラス温室
15~20 20-30 30-(馬力) 農家数 農家数 面積(a) 農家数 面積(a)
つ つ ? 一
1 10 10 46 
22 6 4 356 356 4.208 
54 34 6 467 463 8，588 9 137 
258 253 30 474 472 9.927 3 32 
667 443 443 1l. 944 5 42 








19戸で362頭， 1985年になると14戸で450頭となり，酪農家 1戸当りの飼養頭数もそれぞれ， 7.4頭か
ら13頭， 19.1頭，そして33.1頭と確実に多頭化が進んだ. I有用牛肥育の場合はもっと極端で， 1970年







































12月初旬に20a，中旬に30a，そして 1月初旬に30aと， 3 [mにわけて小玉すいかが播種され， f番手重
のあと 2週間ほどして接木作業が行われる.この農家では 1月中旬から下旬にかけて最初の定植が行
われ， 2月中旬に 2番目の定植 そして 2月下旬から 3月初旬にかけては最後の定植となる.間口
4.5mのパイプハウスに， 10a当り500-800本の苗を植え そのうえを油紙の保護紙で覆い，さらに
9尺のピ、ニールの小トンネルで覆い さらにもう lつ 9尺のピ、ニールトンネルをかぶせる.保護K1¥:は
定植15-20日で取り除き ピニー jレの小トンネルは 1庄がつるでいっぱいになると取り除く.
定植後 1週間から10日たつと枝を整理し 3-4本にし それが終わると残ったツルから横芽がでて
くるので，これを除去する.この作業が3月中旬ころから始まる交配作業まで続く. 1番果の交配は，
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めにかけられている 6尺のピ、ニールを 4月初旬に 9尺のビニール4月下旬にはずす. ]番果の収穫
は4月下旬から 5月上旬までに行われる.農家で選果して箱につめて，農業協同組合の集荷場へ搬送
する. 4月25日頃から蜜蜂をビニールハウスの中に入れ， 2番果の交配をさせる.樹勢をみて適宜間




ハウスの天井こから釣り下げる作業をしたり，横芽を I~余去するうちに，早い場合には 7 月下旬に花が咲
いてくる.そして 8月下旬には収穫が始まり 11月中旬までそれが続く .11月の下旬から12月の初め
にかけてトマトの株を抜取り すいかの準備をする.このような作業を 4~5 年繰り返し，その後 3
年ほど水稲を栽培し 再びすいかとトマトを栽培することにしている
1986年の茨城県農林水産部改良普及諜による各作物の10a当りの粗収入は，小玉すいかが約120万


























そのほかに， 30haの耕起， 15haの田植， 18haの稲の収穫作業と乾燥，さらに 3haの小麦の刈り取り
を請け負っている.これらの作業について 町は標準請負賃金を定めているが A 農家ではそれより
やや高い賃金をうけている.このためにお馬力のトラクターを 1台と 8条刈りの日ゴ植機を 1台，乾燥
機 3台，コンパインを 2台所ー有している. 5月に 2週間余りと， 9月の 1か月は通常は土建会社に勤
務している男性 1人を雇うことにしている. I坊除作業は，筑西共済組合がヘリコプターで7月と 8月
の2回行うので， 10aあたり 2，500円を支払えば個人でやる必要はない.除草作業は，自分で除草剤
を用いて行う.この農家の米の粗収入は10a当り 18万円程度 麦は9.5万円 タバコは50-70万円程
度である.米と麦の所得率はそれぞれ55%と45%であった.s 農家ほど規模は大きくないが，米と麦






なっている. 4月上旬から中旬にかけて水稲の播種をし， 5月の上旬から中旬に日3植を行い， 9月に
収穫をする.小麦のあとの水稲作は， 6月の初旬に播稜下旬に田植を行い， 10月上旬には収穫する.
小麦は1]月に播種し 6月に収穫し 大豆は 6月下旬から10月上旬に収穫する.匂7J1jの労働H寺l習をみ
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てしまった.子取り用めす豚の数は631頭，子Jl本3，158頭， H~育豚は2 ， 795頭である.このうち，小栗
































年 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 
戸数 44 40 33 32 30 28 21 21 20 19 
乳用牛 飼養頭数 325 342 336 360 354 364 388 388 398 356 
平均頭数 7.4 8.6 10.2 11.3 1.8 13.0 18.5 18.5 19.9 18.7 
戸数 91 89 60 54 39 22 18 17 16 16 
i有用牛 飼養頭数 167 164 148 153 160 106 92 83 59 67 
平均頭数 1.8 1.8 2.5 2.8 4.1 4.8 5.1 4.9 3.7 4.0 
戸数 421 416 406 425 350 つ つ 198 200 163 
1手 飼養頭数 8.172 8，997 9，011 6.900 7，186 つ つ 8，800 9，000 8.900 
平均頭数 19.4 21.6 22.3 16.2 20.5 つ つ 44.4 45.0 54.6 
戸数 621 790 711 638 300 239 170 115 74 63 
飼養羽数 334 353 334 233 ? 257 260 370 270 270 
採卵鶏 (100羽)
























1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 
19 19 19 16 16 14 13 12 12 12 12 
362 390 449 450 470 450 470 450 432 450 434 
19.1 20.5 23.5 28.1 29.4 33.1 36.2 37.5 36.0 37.5 36.2 
11 10 7 5 4 7 6 6 6 5 5 
67 87 151 180 200 540 570 920 910 835 895 
6.1 8.7 21.6 36.0 50.0 77.1 95.0 153.3 151. 7 167.0 179.0 
127 123 95 97 92 89 76 60 53 54 44 
9.200 6，330 5，324 6，060 5，810 4，210 5，610 5，810 6，900 7.210 6.010 
72.4 57.5 56.0 62.5 63.2 47.3 74.6 96.8 130.2 133.5 136.6 
49 33 20 15 14 13 13 13 13 10 9 
281 238 237 320 330 つ つ 520 500 650 550 
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Development of Market Gardening in Kyowa“machi， 
lbaraki Perfecture 
Akira TABA Y ASHI 
This paper describes changes in farming， especially the development of market gardening and 
the retreat of traditional rice and wheat farming after 1960， in Kyowa-machi， situated in the west-
ern part of lbaraki Prefecture. Kyowa-machi is located in the urban shadow of metropolitan 
Tokyo where urban pressure has caused drastic changes in farming and other economic activities. 
1n this paper， agricultural land-use is analyzed. 1n 1960， the traditional land-use pattern 
stil existed. This was characterized by rice paddy mono-culture and the cultivation of barley 
and wheat， and sweet potatoes and beans on dry fields. 1n the 1976s， most dry fields and wood-
lands were converted into paddies with the introduction of electric pumps used to draw up 
ground water for ilγigation. The new paddies are called “rikuden"， which can be used both for 
dry and wet field cultivation. Therefore， ithas become possible for farmers to rotate vegetables 
and rice to prevent damage caused by continuous planting. This is one of the important reasons 
why market gardening developed in Kyowa-machi. Land-use maps in 1968 and 1977 show that in 
the 1970s green houses rapidly increased， the urban area near the railway station quickly ex-
panded， and many factories were established. Agricultural land-use did not changed much in the 
1980s. Land improvement projects that started at the beginning of the 1970s enabled farmers to 
shorten the number of working hours required to grow rice， which resulted in an increase in off-
farm work. 
8ased on changes in crop acreage， number of livestock， gross agricultural sales， and size of 
farming， three distinct periods occurred over 30 years in Kyowa-machi. These periods consisted 
of traditional farming before 1965， the development of commercial farming from 1965 to 1977， and 
specialization of farming after 1977. From 1965 to 1977， pig ralSl1g， dairy farming and market 
gardens consisting of small時sizewatermelons， tomatoes and cucumbers were developed. As well， 
the number of part-time farmers increased drastically in this period. Since 1977， the number of 
part-time farmers has not increased， and each full-time farmer specializes in a specific type of 
、farmingsuch as market gardening， dairy farming， hog raising， and large-scale rice production. 
The largest number of farmers specialize in market gardening. An average farmer who en-
gages in market gardening has a cultivated land of two hectares， of which about 0.7 hectares con-
sist of green houses. They can earn about twenty million yen from intensive vegetable farming 
on this size of cultuvatecl land. This kind of market garclening is dominant in the southern part 
of Kyowa-machi， and rice mono-culture combined with off-farm employment is dominant in the 
northern part. The middle part of Kyowa-machi has an intermediate character betv，reen the north 
and the south. 
